
枚方信用金庫
ひらしんレポート

2025年 9 月期
（2025年 4 月 1 日 ～ 2025年 9 月30日）

創立75周年
おかげさまで
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貸出金の内訳

貸出金の状況

　平素は格別のご高配を賜り、誠にありがとうございます。この度、2025年度上半期の業績や活動の取組みなどを 
掲載しました「ひらしんレポート2025年9月期」を作成致しましたので、ご高覧頂ければ幸甚に存じます。
　当金庫は、地域の皆さまとの共存共栄のもと、地域に根差した金融機関として、活動しております。先行き不透明な 
時代ではありますが、私たちは地域の皆さまの声に寄り添い、お困りごとにお応えすることで、地域の持続的な発展に
貢献できるよう努めてまいります。これからも、地域の皆さまの架け橋として、役職員一丸となって業務に邁進してまい
りますので、引き続き温かいご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
（注）‌�信用金庫においては中間決算制度がないため、本誌に掲載している計数につきましては、会計監査人の監査は受けておりません。なお、各計

数は単位未満を切り捨てて表示しているため、合計額が一致しない場合がございます。

● 本 部 所 在 地 大阪府枚方市岡東町19番1号 ステーションヒル枚方17階
● 本 店 所 在 地 大阪府枚方市岡東町12番1号
● 創 立 昭和25年8月1日
● 出 資 金 11億61百万円
● 会 員 数 13,364人
● 常勤役職員数 334人

ごあいさつ

当金庫の概要

預貸金の状況

（単位：百万円）

2024年9月期 2025年3月期 2025年9月期 増減額 増減率
製造業 9,912 9,724 10,125 401 4.12
農業・林業 8 7 5 ▲ 2 ▲ 28.58
漁業 － － － － －
鉱業 － － － － －
建設業 32,973 33,596 34,285 689 2.05
電気・ガス 103 133 162 29 21.80
情報通信 81 113 117 4 3.53
運輸・郵便 4,112 3,952 3,987 35 0.88
卸売・小売 15,185 15,287 15,038 ▲ 249 ▲ 1.63
金融・保険 5,304 5,300 5,001 ▲ 299 ▲ 5.65
不動産業 101,059 100,976 105,490 4,514 4.47
物品賃貸 1,350 1,304 1,335 31 2.37
学術研究 2,084 2,761 3,073 312 11.30
宿泊業 1,503 1,423 1,399 ▲ 24 ▲ 1.69
飲食業 3,737 3,781 3,338 ▲ 443 ▲ 11.72
生活関連サービス 4,696 4,745 4,694 ▲ 51 ▲ 1.08
教育・学習 403 383 533 150 39.16
医療・福祉 9,831 9,833 9,655 ▲ 178 ▲ 1.82
その他サービス 7,531 8,117 8,190 73 0.89
事業者計 199,879 201,442 206,435 4,993 2.47
地方公共団体 9,572 9,774 9,193 ▲ 581 ▲ 5.95
個人 34,163 34,324 34,359 35 0.10
合計 243,615 245,541 249,987 4,446 1.81

預金に関しましては、個人預金が前
期末比46億55百万円（1.12%）増
加の4,170億7百万円、法人預金
が 前 期 末 比65億25百 万 円
（6.78%）増加の1,026億57百万円、
個人・法人の合計では前期末比
111億80百万円（2.19%）増加の
5,196億64百万円となり、順調に
残高を増加させることができました。
特に、当金庫創立75周年を記念し
たキャンペーン定期預金を販売した
ところ、大変ご好評いただき、預金
全体の残高増加を牽引する結果とな
りました。
貸出金に関しましては、不動産業や
建設業を中心とした堅調な資金需要
により、前期末比44億46百万円
（1.81%）増加の2,499億87百万円
となりました。不動産業や建設業だ
けでなく、他の業種のお客さまに対し
ても幅広い事業者支援に注力したこ
とにより、過半の業種に対して貸出
金残高を増加させることができました。
今後も当金庫は、地域に最も寄り
添った金融機関として、お客さまの
預金や貸出金に係るニーズに迅速
に対応してまいります。

● 総 資 産 5,544億71百万円
● 預 金 残 高 5,196億64百万円
● 貸 出 金 残 高 2,499億87百万円
● 店 舗 数 20ヶ店
● 店外ATMコーナー 14ヶ所
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（単位：百万円）■ 2024年9月期　■ 2025年9月期

損益の状況

貸出金・預金ともに残高が増加し、利回りも上昇しました。貸出金利
息に関しましては前年同月比3億77百万円増加の27億4百万円、預
金利息に関しましては前年同月比4億28百万円増加の6億43百万円と
なりました。預貸金のみの利息収支に関してはやや減少しましたが、
資金運用に係る利息収益が大幅に増加したため、資金利益に関しまし
ては、前年同月比1億34百万円増加の30億35百万円となりました。
経費に関しましては、給与水準の引上げに伴い人件費が増加しただけ
でなく、設備投資に伴う減価償却費やシステム関連経費の増加により
物件費も増加することになりました。
その結果、コア業務純益が前年同月比32百万円減少の11億41百万
円となり、当期純利益に関しましては、前年同月比1億82百万円減少
の7億72百万円となりました。

自己資本比率
自己資本の額と自己資本比率の推移

2025年9月期自己資本比率

×　100　＝ 11.92%
自己資本の額

（ 294億61百万円 ）
リスク・アセット等の額の合計額
（ 2,471億6百万円 ）

（単位：百万円）

2024年9月末 2025年3月末 2025年9月末

経過措置に
よる不算入額

経過措置に
よる不算入額

経過措置に
よる不算入額

自己資本の額*1 （イ） 28,280 28,692 29,461
リスク・アセット*2等の額の合計額 （ロ） 239,551 238,989 247,106
自己資本比率【（イ）／（ロ）】 11.80% 12.00% 11.92%
*1. 自己資本の額…………… ‌�主に、内部留保による資本の積み上げである「利益剰余金」のほか、地域のお客さまからお預かりしている出資金等により

構成されています。
*2. リスク・アセット……… 各資産項目に定められたリスクウエイトを乗じた額です。

有価証券の時価情報
その他有価証券

（単位：百万円）

種　類
2024年9月末 2025年3月末 2025年9月末

貸借対照
表計上額 取得原価 差　　額 貸借対照

表計上額 取得原価 差　　額 貸借対照
表計上額 取得原価 差　　額

貸借対照表計上額
が取得原価を超え
るもの

株　式 1,731 927 804 1,157 574 582 1,695 772 923
債　券 9,339 9,293 45 678 675 2 444 442 2
　　国　債 1,407 1,399 7 － － － － － －
　　地方債 1,601 1,599 2 100 99 0 － － －
　　社　債 6,330 6,295 35 578 575 2 444 442 2
その他 11,740 11,135 605 5,117 4,714 403 8,402 7,585 816
小　計 22,811 21,356 1,455 6,953 5,964 988 10,542 8,799 1,742

貸借対照表計上額
が取得原価を超え
ないもの

株　式 227 263 △ 35 230 276 △ 46 127 162 △ 35
債　券 71,246 74,023 △ 2,777 76,360 81,358 △ 4,998 79,458 84,836 △ 5,377
　　国　債 6,081 6,966 △ 885 7,536 8,867 △ 1,330 7,395 8,868 △ 1,473
　　地方債 25,903 26,695 △ 792 26,122 27,795 △ 1,673 26,995 28,695 △ 1,700
　　社　債 39,261 40,361 △ 1,099 42,701 44,696 △ 1,994 45,068 47,272 △ 2,203
その他 23,601 24,510 △ 909 28,791 30,128 △ 1,336 27,860 29,016 △ 1,156
小　計 95,074 98,797 △ 3,722 105,382 111,763 △ 6,381 107,447 114,015 △ 6,568

合　　　計 117,886 120,153 △ 2,266 112,335 117,728 △ 5,393 117,989 122,815 △ 4,826
※2024年9月末、2025年3月末及び2025年9月末において、「満期保有目的の債券」に該当する取引はありません。
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不良債権の状況
信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権の保全・引当状況

（単位：百万円）

区　　　分 2024年9月末 2025年3月末 2025年9月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 948 997 1,033
危険債権 6,473 8,091 8,836
要管理債権 1,821 89 84
三月以上延滞債権 0 － 5
貸出条件緩和債権 1,821 89 79

小計� （Ａ） 9,242 9,178 9,954
保全額� （Ｂ） 8,261 9,115 9,901
個別貸倒引当金� （Ｃ） 685 996 1,017
一般貸倒引当金� （Ｄ） 10 6 13
担保・保証等� （Ｅ） 7,565 8,111 8,870

保全率� （Ｂ）／（Ａ） % 89.38% 99.30% 99.46%
引当率�（（Ｃ）＋（Ｄ））／（（Ａ）－（Ｅ）） % 41.51% 94.06% 95.07%
正常債権� （Ｆ） 235,144 237,132 240,785
総与信残高� （Ａ）＋（Ｆ） 244,387 246,310 250,740

◆ 破産更生債権及びこれらに準ずる債権
破産手続開始、更生手続開始、再生手続開
始の申立て等の事由により経営破綻に陥って
いる債務者に対する債権及びこれらに準ずる
債権です。

◆ 危険債権
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、
財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従っ
た債権の元本の回収及び利息の受取りができ
ない可能性の高い債権です。

◆ 要管理債権
「三月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債
権」に該当する貸出金をいいます。

◆ 正常債権
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題が
ない債権であり、「破産更生債権及びこれらに
準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」以
外の債権をいいます。

2025年度上半期TOPICS

〒573-0032
大阪府枚方市岡東町19番1号
ステーションヒル枚方17階
TEL　072-841-1172（代表）

新商品のご案内等の最新情報は《ひらしん》ホームページをご覧ください

https://www.hirakata-shinkin.co.jp/

2025年4月
・地域観光の活性化プロジェクト淀川舟運を実施しました。
・ひらしん若手経営者の会「経営者セミナー」を開催しました。
・東海道五十七次ウォーキングイベント（第1弾枚方宿ウォーキング）を実施しました。
2025年5月
・‌�ソーシャル企業認証機構連携機関6信金による「ものづくりオンライン商談会」を 
実施しました。

2025年6月
・第13回大阪府内信用金庫合同「ビジネスマッチングフェア2025」を開催しました。
・第12回創業祝い金贈呈式を実施しました。
2025年7月
・創立75周年決起大会を開催しました。
・ひらしん若手経営者の会「令和7年度第1回経営者セミナー」を開催しました。
・創立75周年記念事業「感謝の集い」を開催しました。
2025年8月
・創立75周年を迎え、記念事業として北河内7市、各公共団体等へ寄贈を行いました。
・大阪国際大学にてインターンシップ授業を行いました。
2025年9月
・総代親睦研修旅行「のと和倉温泉・観光と復興支援の旅」を開催しました。
・創立75周年記念事業「2025大阪・関西万博ツアー」を開催しました。

＜東海道五十七次ウォーキングイベントの様子＞

＜創立75周年記念事業「感謝の集い」の様子＞


